






要約 

新生仔家兎を用いてカルニチン欠乏低栄養,カルニチン非欠乏低栄養群を作り,血清 NEFA,

ケトン体,組織カルニチンを測定した。両群家兎とも心臓では正常対象群に比し,総カルニ

チンは著しく増加し,この増加は,カルニチン非欠乏群で特に著明であった。逆に肝臓では

両群とも減少し,この減少は,カルニチン欠乏群で一層著明となっていた。筋肉ではカルニ

チン非欠乏低栄養群で増加を認めたがカルニチン欠乏低栄養群では正常対象群と差を認め

なかった。一方血清ケトン体は正常対象群に比しカルニチン欠乏低栄養群では著明に増加

しており,カルニチン非欠乏低栄養群ではカルニチン欠乏低栄養群より更に高値となって

いた。 

以上より,低栄養状態では臓器間でカルニチンの蓄積に変化がおこり,より重要な心臓のよ

うな臓器では,カルニチンが肝臓などより移動し,β酸化をより活発に行って,エネルギー

産生に脂肪がより多く利用されるものと考えられた。 


